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   航空事故調査報告書 

 

令和８年７月１０日 

運輸安全委員会（航空部会）議決 

委 員 長  李 家 賢 一（部会長） 

委   員  髙 野   滋 

委   員  堂 園 正 人 

委   員  早 田 久 子 

委   員  津 田 宏 果 

委   員  松 井 裕 子 

 

所属 独立行政法人航空大学校 

型式、国籍登録記号 ホーカー・ビーチクラフト式Ｇ５８型、ＪＡ５８１０ 

事故種類 鳥衝突による機体損傷 

発生日時 令和７年３月１２日 １０時５５分頃 

発生場所 仙台空港付近 

 

１ 調査の経過 

事故の概要 同機は、令和７年３月１２日（水）、仙台空港において連続離着陸訓練を実施す

るため同空港の場周経路を飛行中に、鳥と衝突し、機体を損傷した。 

同機には機長及び訓練生２名が搭乗していたが、負傷者はいなかった。 

調査の概要 主管調査官ほか１名の調査官（令和７年８月１日に事故発生の通報を受け、同日

指名） 

意見聴取（原因関係者）及び意見照会（関係国）を実施 

 

２ 事実情報  

航空機等 

航空機型式：ホーカー・ビーチクラフト式Ｇ５８型 

製造番号：ＴＨ－２３２４、製造年月日：平成２３年１１月２９日 

耐空証明書：第東－２０２４－３７９号、有効期限：令和８年１月４日 

乗組員等 

機長 ４７歳  

定期運送用操縦士技能証明書（飛行機） 平成２３年８月１８日 

限定事項 陸上多発 平成１５年７月２２日 

特定操縦技能 操縦等可能期間満了日  令和８年７月２３日 

第１種航空身体検査証明書 有効期限：令和７年８月２１日 

総飛行時間 １３,１７６時間４７分 

最近３０日間の飛行時間 １４時間０５分 

同型式による飛行時間 ７２４時間５５分 

最近３０日間の飛行時間 １４時間０５分 

訓練生Ａ ２７歳  

事業用操縦士技能証明書（飛行機） 令和７年１月１４日 

限定事項 陸上単発 令和７年１月１４日 

運航者提供 
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特定操縦技能 操縦等可能期間満了日 令和９年１月１４日 

第１種航空身体検査証明書 有効期限：令和８年１月１５日 

総飛行時間 １４５時間３５分 

最近３０日間の飛行時間 ４時間３５分 

同型式による飛行時間 ４時間３５分 

最近３０日間の飛行時間 ４時間３５分 

訓練生Ｂ ２７歳  

事業用操縦士技能証明書（飛行機） 令和７年１月１４日 

限定事項 陸上単発 令和７年１月１４日 

特定操縦技能 操縦等可能期間満了日 令和９年１月１４日 

第１種航空身体検査証明書 有効期限：令和８年１月１５日 

気象 

本事故発生時間帯の同空港における航空気象定時観測気象報は、次のとおりであった。 

11時00分 風向 １００°、風速 ５kt、風向変動 ０６０°～１３０°、卓越視程 １０km以上、

雲 雲量 １／８～２／８ 雲底の高さ ４,０００ft、 

雲量 ５／８～７／８ 雲底の高さ 不明、気温 １２℃、露点温度 ５℃、 

高度計規正値（ＱＮＨ） ３０.１０inHg 

発生した事象及び関連情報 

(1) 飛行の経過 

同機は、令和７年３月１２日０９時

１３分頃、事業用操縦士（陸上多発）

への限定変更に必要な訓練を実施する

ため、仙台空港を離陸した。同機は、

同空港の南東に位置する訓練空域にお

いて空中操作の訓練を実施後、連続離

着陸訓練を実施するため、同空港へ向

けて飛行し、教官である機長が右操縦

席、訓練生Ａが左操縦席、訓練生Ｂが

後席右側に着座し、訓練生Ａの操縦に

より、同空港の滑走路２７で連続離着

陸訓練を開始した。１回目の連続離着

陸を実施後、高度約１,０００ft、指示

対気速度１２０～１３０kt で北側場

周経路を飛行中の１０時５５分頃、鳥と衝突した。 

機長及び訓練生の口述並びに同機の飛行記録装置の記録によれば、飛行経路は図１のとおりで 

あった。 

機長は、左前方から向かってくる黒い点を視認した直後、機体に衝撃を感じた。 

訓練生Ａは、前方に鳥を視認した直後、機体に衝撃を感じた。訓練生Ｂは、訓練生Ａが発した「鳥」

という声が聞こえたため、前方を見ると１１～１２時の方向に鳥を視認し、その鳥が左主翼中央付

近に衝突したように見えた。同時に、訓練生Ｂは機体に衝撃を感じたため、鳥が衝突したことを機

内で共有した。 

その後、訓練を中止し、機長は操縦を訓練生Ａから引き継ぎ、同機を場周経路から一旦外して、

仙台空港の飛行場管制所及び航空大学校へ鳥と衝突した旨の無線連絡を行い、同機は１０時５７分

頃に同空港へ着陸した。鳥の衝突による操縦への影響はなかった。 

図１ 事故機の推定飛行経路 
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着陸後の機体の点検において、左主翼前縁外板のへこみ、血痕及び羽根の付着が確認された。そ

の後に行われた損傷の範囲及び程度の確認に時間を要したことから、発生から４か月以上経過した

令和７年８月１日、本事案は航空事故として扱われることとなった。 

(2) 航空機の損傷に関する情報 

損傷の程度：中破 

・左主翼前縁外板のへこみ 

・左主翼サブ・スパー*1の変形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 鳥に関する情報 

仙台空港を運営している仙台国際空港株式会社が同機から採取された鳥の羽根を調査機関へ送

付し、鳥種特定のためのＤＮＡ解析を行った結果、トビと判明した。 

航空局が設置した鳥衝突防止対策検討会が、各空港における効果的な鳥衝突防止計画の策定を目

的として作成した「鳥衝突防止計画ガイダンス」によると、トビの全長は５９～６９cm、翼を開い

たときの幅は１５７～１６２cm、体重は８７０～１,２５０g とされている。また、トビは衝突頻度

が高く、体重が重く航空機の損傷率が高いことから、日本では最も危険な鳥種とリスク評価されて

いる。 

(4) 航空機と鳥の衝突の状況 

航空局から提供された資料によると、令和４年１月から令和６年１２月までの間に、運航者から

報告された鳥の衝突は４,６０７件であった。衝突高度（地上からの高さ）は０ft（地上）が    

２,３３２件と最も多く、仙台空港の場周経路で飛行機が航行する高度と同じ１,０００～   

１,５００ftで発生した鳥衝突は９６件であった。 

トビとの衝突は２３４件発生しており、衝突高度は０ft（地上）が１８７件と最も多く、高度 

１,０００～１,５００ftで衝突した件数は３件であった。 

 

３ 分析 

(1) 同機が損傷した理由について 

機長、訓練生Ａ及び訓練生Ｂは、高度約１,０００ft、指示対気速度１２０～１３０kt で北側場

周経路を飛行中、左前方から向かってくる鳥を視認し、その直後に機体に衝撃を感じていること、

また、同機の着陸後の点検において、左主翼前縁にへこみが生じ、血痕及び羽根が付着しているこ

とが確認され、その後のＤＮＡ解析によって鳥種がトビと判明した。同機は、体重が重く航空機の

損傷率が高い鳥種とされているトビと衝突したため、機体が損傷したものと認められる。 

(2) 鳥を視認した後の回避について 

 
*1 「サブ・スパー」とは、主翼の主桁が１本桁構造となっている同型式機において、主翼の前縁形状を形作るために使
われる補助桁のことである。 

図２ 損傷箇所（左主翼前縁外板） 図３ 損傷箇所（左主翼サブ・スパー） 

運航者提供 運航者提供 

左主翼前縁外板のへこみ 

サブ・スパーの変形 

運航者提供 

※前縁外板を外した状態 
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訓練生Ａは、前方に鳥を視認した直後に機体の衝撃を感じており、衝突するまでの時間が僅かで

あったことから、この間に鳥を回避することは困難であったものと推定される。 

(3) 事故調査開始までの経過について 

本事案は、機体の損傷の範囲及び程度の確認に時間を要したことから、発生から４か月以上経過

した令和７年８月１日、運輸安全委員会は国土交通省航空局から航空事故の通報を受け、調査に着

手した。 

航空事故等の発生後には、関係者の口述、痕跡等、航空事故等の原因を究明し、再発防止策を検

討するために必要な証拠が時間の経過とともに劣化あるいは滅失する。 

このため、航空事故等に該当する可能性がある事案が発生した場合、関係者は航空事故等に該当

するかどうかを判定するための材料を迅速に収集した上で早期に判定を行うこと、あるいは関係資

料をできる限り保存するなどの措置を講じることが重要である。 

 

４ 原因 

本事故は、同機が飛行中にトビと衝突したため、機体を損傷したものと認められる。 

 


